「辺境」の力 : 上関・祝島の現場報告から(上映会&シンポジウム ポスト原発時代を生きる : 上関・祝島の現場から) by リケット ロバート
「辺境」の力 : 上関・祝島の現場報告から(上映会






























２）「緊急ティーチイン＠和光大学」（全 3回）2011 年 5～6 月、「小出裕章さん講演と対話＠和光大学」


































５）上関町の人口は、1960 年に 12,300 人でしたが、原発建設計画が持ち上がった 1982 年には 6,800 人
と、ほぼ半減しました。巨額な原発助成金にも関わらず、2000 年にはさらに 4.300 人に激減し、
2013 年現在は町民は 3,100 人しかいません。原発誘致については、朝日新聞山口支局編『国策の行
方──上関原発計画の 20 年』南方新社、2001 年、pp.20、219-220、および山戸貞夫『祝島の闘い─
─上関原発反対運動史』岩波書店、2013 年、 p.15. Martin Dusinberre, Hard Times in the Hometown: A
Modern History of Community Survival in Modern Japan, University of Hawai’i Press, 2012, Chapter 10 参照。
６）いずれも 137 万 KWの改良型沸騰水型原子炉（ABWR）。
７）山戸さんは 1970 年代に本土で暮らし、島根大学の農学部に通いながら、社会学も学びました。学生
運動に参加し、成田空港反対運動にも関わり、松江市の零細企業で組合を立ち上げて労働運動に専
念することになりました。祝島に帰ったのは 1985 年でした。その後、1982 年に発足したトップダ

































































中電は 2011 年 2月、600 人のガードマンを動員し、海上保安庁の巡視船の助
力を得て、予定地に座り込んでいた祝島島民を追い払って砂利を海面に投入しよ
うとしましたが、この作業も中断されました。3月 11日の 3日後、二井関成・山














んは島の中学校を出て、本土で高校と大学時代を過ごし、2000 年 23 歳の時に故


































高島さんは、上関原発の問題に 1980 年代後半から関わり、1999 年に「長島の
自然を守る会」（現・上関の自然を守る会、以下、守る会）を発足させ、現在はその


























































































21）植田千秋「政権交代～小さな島分断」『東京新聞』2014 年 1 月 12 日。
22）祝島島民の会 Blog、2013 年 3 月 1 日、3月 22 日（http://blog.shimabito.net/）、および山秋真「漁協補

























1976 年の祝島の人口は 1,200 人でしたが、2000 年に 700 人に、2013 年には 466
人までに激減してきました。若者が出て行き、居残った者が高齢化していったの









24）祝島島民の会 Blog、2013 年 3 月 1 日。




























上関の自然を守る会の室津事務所、2012 年 2 月 22 日）。上関町の福祉施設について、ちゅうごく産
業別創造センター『山口県上関地域振興計画調査報告書』2007 年を参照。
















しかし、この 10数年間で、約 40人が外から Uターンし、生まれ故郷の祝島































































34）長島の自然を守る会の室津事務所にて、2012 年 9 月 5 日。







































Transformative Learningの可能性」、国際基督教大学にて、2012 年 11 月 10 日。
ルで上関・祝島を取り上げ、関連するシンポジウムで 2回のプレゼンテーション

































40）川崎市平和館企画展①「環境から考える平和」（2013 年 11 月 15 日～12 月 18 日）、②「おカネから
考える平和」（2013 年 12 月 21 日～2014 年 1 月 31 日）。シンポジウム１：「ユース・草の根の考え
る環境問題」（2013 年 12 月 24 日）、シンポジウム 2：「ユースと考えるおカネと平和」（2014 年 1 月
12 日）。
られません。
［中略］
原発を建てる時の衝撃をやわらげる役割を果たすはずだった交付金ですが、
こまかく見ていくと、逆に立地周辺でさまざまな問題を引き起こし、地域の
平和を壊すことにもなると私たちは気づきました。どうしてこのような事態
になるのでしょうか。
そもそもの問題は、上関町の人びとにとっての本当の幸せを考えず、「お
金を渡せば何でも解決できる」と一方的に助成金を押しつけたことだと思わ
れます。お金だけで、地域住民が幸福に募らせるとは限りません。総額 69
億円もの助成金を提示されても、いまだに反対を続ける住民の存在は証明し
ていると思います。
一方では、上関は交付金などの「富」＝お金によって、財政的に潤う面は
確かにあるでしょう。しかし他方、お金よりも大切な富を地域に見いだして
いる住民がいることも事実です。お金と引き換えにできない富を、上関町に
見いだしている人びとがいるからこそ、30年もの間、上関原発が建つこと
がなかったのかもしれません。
［Robert Ricketts］
044 ── 和光大学総合文化研究所年報『東西南北2014』
